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■ホームページアドレス　http://www.city.hachioji.tokyo.jp/gomi/index.html

▲市内小学生が描いたごみに関するポスターより�
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　マイバッグを持参しレジ袋を
「もらわない」方が3割、「とき
どき」を加えると全体の7割の
方がレジ袋をなるべくもらわな
いことを意識していることがわ
かります。�

「マイバッグに関する意識調査」アンケートを実施�

期間：7月～8月�
対象：市内在住の男女約1,800人�
方法：町会・自治会に郵送、及びスーパーマーケット店頭での聴き取り�

　レジ袋は、1人当たり年間約300枚使用されていると言われています。レジ袋は
石油を原料とする製品です。マイバッグを使いレジ袋をもらわないことにより、ごみ
の減量化ばかりではなく、天然資源の節約や焼却に伴う二酸化炭素の削減などに取
り組むことができます。�

　商店会やスーパーマーケット、町会・自治会などと協働で、フラ
ッグ（※右の写真）や懸垂幕、ポスターを掲示して皆さんにマイバ
ッグの利用を呼びかけます。�
　また、10月5日の「マイバッグの日」を中心に八王子市認定エ
コショップでは次のような取り組みを企画しているお店もあります。�
　例えば�
●レジ袋辞退の際に付くポイントのアップ�
●先着でマイバッグのプレゼントなど�

　７月に募集したオリジナルマイバッ
グのデザイン。59件の応募があり、そ
の中から、一般市民と八王子織物工業
組合の方で構成された「オリジナルマ
イバッグ検討委員会」で入選作品を選
考しました。�
　この入選作品の中から、市民の皆さ
んに投票をしていただき最優秀作品
を決定し、「八王子市オリジナルマイ
バッグ」を作製します。�

●投票期間：9月20日（土）～28日（日）�
　（各施設の閉庁・閉館日は除く）�
●投票場所：市役所本庁舎2階ロビー、クリエイトホール1階、あ
ったかホール1階、及び各市民センター（17か所）�
　（投票用紙は投票場所に備え付けてあります）�
●投票期間中は市のホームページでも入選作品の写真を公開
します。ホームページからも投票できます。�
●最優秀作品に投票された方の中から抽選で50名様に最優秀
作品のオリジナルマイバッグをさしあげます。�

問い合せはごみ減量対策課（☎620・7256、FAX626・4506）へ�

質問：買い物時にレジ袋をもらいますか？�

質問：レジ袋を減らすためにはどうしたらよいと�

　　  思いますか？�

もらう�

ときどきもらう�

もらわない�

27%

43%

30%

マイバッグのPR�

レジ袋有料化�

もらわないときは値引き�

その他�

▲スーパーマーケット店頭でのアンケートの様子�

　最も割合が高かったのは、レ
ジ袋の有料化で全体の3分の1
以上でした。レジ袋をもらわな
いとする意識は高いため、市は、
市民・事業者と一体となってレ
ジ袋削減の取り組みを強化して
いきます。�

26%

37%

31%

6%

「マイバッグ持参率調査」も実施�

7月23・24日午後1時半～3時半、

市内スーパーマーケット6店舗に

おいて実施。�

その結果、持参率は25～47％で

した。平均で33％の方がマイバ

ッグを使用していました。�
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指定収集袋、粗大ごみ処理券新規取扱店一覧（町名は50音順）�

お知らせ�

学校給食の食品残さのリサイクルを始めます�

機種変更などで使わなくなった携帯電話、眠っていませんか？�

　昨年10月に開設した粗大ごみ受付センターでは、今年8月から、粗大ごみの受け付けだけで
はなく、ごみに関するさまざまな相談を受け付けています。ごみの出し方についてどこに問い合
わせればよいのか迷ったら、ぜひ「ごみよろず相談」をご利用ください。�
【受付時間】�
月曜日～金曜日の午前8時30分～午後5時15分　☎696･5353／FAX692･0900

　携帯電話・PHS端末は再利用可能なリサイクル製品です。携帯電
話やPHS端末には金、銀などの貴金属、リチウム、チタンなどの希少
金属が含まれており、産業用の貴重な資源として再利用することが
できます。�
　不要となった端末本体・電池パック・充電器は、お近くの携帯電話・
PHS会社のお店などにお持ちください。メーカー、機種を問わず無
料で回収され、再資源化事業者が適正にリサイクル処理を行ってい
ます。なお、端末本体に保存、蓄積された個人情報などは自ら消去す
るか、お店に依頼すればその場で消去してもらえます。�

　これは、学校給食から排出される調理残さなどから良質の堆肥を作り、
近隣農家がこれを使用し、そこで収穫された野菜を給食の食材として使
用するという「安全・安心な食の循環システム」を構築するモデル事業です。�
　10月から、みなみ野君田小学校に生ごみ処理機を設置して実施の予
定です。この事業により「生ごみの減量」を進めるとともに、子どもたち
の「食生活に関する教育」も推進していきます。�

粗大ごみ受付センターで�
「ごみに関するよろず相談」を始めました�

子安町3-6-12 セブンイレブン八王子子安3丁目店�
長沼町871-1 ミニストップ八王子長沼店�
南大沢2-29 セブンイレブン南大沢駅前店�


